










氏名・(本籍) 堀t・. 尾" つ強去し
学位の種類 必寸lt 術 博 士
学位記番号 第 7402 号




















































































processing systemに関連すると考えると一応の説明がつく O しかしながら，追尾ーマウント時の発
火頻度の増加は，追尾行動との関連性がより強く反映されており，追尾後に挿入が生じない場合でも
発火頻度が増加することから，前者の発火パターンが挿入の発現時点をも決定しているcopulatory
pacing systemの活動をそのまま完全に反映しているとは思えなL、。
また，行動観察によるモデルでは射精後の性的不応期に能動的な抑制過程が存在すると仮定されて
いるが，内側視索前野のニューロン活動がこの期間にその前後のレベルと比較して明らかに低下して
いたことは，この抑制過程の存在を強く支持している O さらに，性的不応期は，行動実験から絶対不
応期と相対不応期に分けられているが，内側視索前野のニューロン活動もその発火頻度の違いから時
間的経過の類似した 2つの期間が認められたのでその存在は確認できたが，その時間的比率はやや異
なっており後者がやや長い持続を示した。
以上のように，本研究からオスラットの交尾行動発現時のタイミングとシーケンスに関与するニュー
ロンが内側視索前野を中心に存在することが明らかとなり，これまでに行動学的立場から提出されて
いるモデルの妥当性を神経生理学的立場から再吟味して一部の整合性を確認し得た。
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論文の審査結果の要旨
配偶行動における雌型行動発現に関した神経生理学研究は多いが，雄型行動に関するその種の研究は
極めて少ない。
本研究は，生理心理実験から推定されていた雄型行動解発に際しての内側視索前野の関与を，同部位
からニューロン電気活動を直接記録することによって確かめ，その活動発射の開始や増減のタイミング
ならびにパターンをovertbehaviorと照合することによって，内側視索前野ニューロンが関連大脳辺縁
系諸領野のなかでも特に中心的役割を演じていることを明らかにした。
このことは，従来の行動観察法に神経生理手技を加味した実験手段によって，性衝動に関与する大脳
辺縁系のメカニズムをより明確にしたものであり，配偶行動の行動生理学的理解に寄与することが大き
いと評価できた。
従って，学術博士論文の学位を授与するのに充分であると判定した。
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